
道路技術小委員会 土工分野会議 座長報告 
 

◇ 昨今の変化する外力を踏まえた「点検すべき新たな災害リスク」や技術の進展も踏まえ

た「災害リスク箇所のマネジメントのあり方」について、土工分野会議において、専門的見

地から検討したので、その状況を報告する。 

 

◇ 土工分野会議の論点として、 

 ① 最近の被災事例などから豪雨について、災害リスク箇所を抽出するための方法 

 ② 三次元点群データを活用した道路斜面リスク箇所の抽出要領（案）の策定 

 などについて、審議を行ってきた。 

 

◇ これらの検討事項について、土工分野会議では、以下のような意見があった。 

  【土工分野会議における主な意見】 

 

① 最近の被災事例などから豪雨について、災害リスク箇所を抽出するための方法 

・H8 や H18 の防災点検の際のスクリーニングでは技術者の恣意性が働く場合もあ

ったことから、今回の調査にあたっては、あいまいな判断が入らないようスクリーニ

ングの方法を厳密にしていただきたい。 

・土砂警戒危険区域外としているところでは人家等守るべき施設が無いとのことか

ら外しており、そういったところについても道路が途絶しないために、それらをカバ

ーするＬＰ調査で拾い上げられるようにして欲しい。 

・対策の範囲を決める際に、横断方向だけでなく、縦断方向にも配慮が必要。 

→具体の内容については、「１）昨今の防災減災の取組み」について説明 

 

② 三次元点群データを活用した道路斜面リスク箇所の抽出要領（案）の策定 

・現在あるデータを活用することも重要であるが、点検の効率化の公募による三次

元点群データに関する技術の活用を考えておくべき。 

・対象区間など、現場に理解しやすいよう、例示を示すなど分かりやすい内容にし

ていただきたい。また、「岩盤クリープ」など新たに判読できる地形も出てきている

ので最新のものにバージョンアップした方がよい。 

・対象区間を選定する際、一般的な資料が列挙されているが、その他に土砂災害

基礎調査なども活用できるので、収集できるよう記載した方がよい。 
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◇ 以上の意見を踏まえ、「三次元点群データを活用した道路斜面リスク箇所の抽出要

領（案）」を議題とした。 

 

◇ 今後、三次元点群データの活用について、継続して取り組むべき課題として、以下の

ような意見があった。 

  

・点群データの管理及び更新頻度などデータ管理方法について検討していくべき。 

・今回の点群データだけでなく、同じようなデータについて省庁横断的に活用できる

ようデータのオープン化をお願いしたい。 
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【審議状況】 

 第 ９回 令和２年 ９月１７日 

 第１０回 令和２年１０月３０日 

 第１１回 令和３年 ６月２８日 

 第１２回 令和３年 ９月 ８日 
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